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内科・脳神経内科診療所とし
て兵庫県西宮市に2022年

２月、当院は開院しました。
神経難病を専門としていますが、

これまで院長が救急病院や訪問診
療でも培った経験を活かし、一般
内科から生活習慣病、小児科、外
科、訪問診療まで幅広く行ってい
ます。
私は、院長が開業を決意したこ

ろから事務長として開業準備にか
かわってきました。院長は、「地
域の寄合所」のように気軽に立ち
寄れるアットホームな診療所を目
指していて、その理想を実現する
には、患者さんと接する時間が多
いスタッフの力が何よりも大きい
だろうと思っています。
そこで、事務長として、開業準
備の段階から採用・定着などの人

事面を重視し、常に“強いチーム
づくり”を意識してきました。
たとえば、開業前研修といえば、
通常は業務の習得に重きを置くと
思いますが、当院では、研修初日
にワークショップを取り入れまし
た。院長と私のほか、看護師１人、
医療事務2人の少人数ではありま
すが、ゼロから一緒に診療所をつ
くっていくのですから、チーム力
が必要です。３時間かけて、以下
の３つのテーマごとに、スタッフ
全員が付箋に自分の考えを具体的
に書き出していきました。
①�診療所のビジョンを掲げて、メン

バーが同じ方向を向くために

⇨「患者様にとって大切だと思うこ

と」「患者様とどのような関係・かか

わりを持ちたいか」「自分が病院でし

てほしいこと・うれしかったこと」

「印象に残っている病院」「患者様に

どんな診療所と言われたいか」

②一緒に働くメンバーを理解するた

めに

⇨「どんな組織・チームでありたい

か」「どんな環境で働きたいか」「どん

なことを大切にするチームでいたい

か」

③スタッフの仕事に対するモチベー

強いチームをつくるための
ワークショップを導入
岡崎裕理子氏
おかざき内科クリニック事務長

ション・満足度を高めるために

⇨「どんな自分でありたいか」「憧れ

の人は」「どんなことができるように

なりたいか」「どんなことが好きか」

「どんなことに喜びを感じるか」

このワークショップで大切にし
たのは、院長からの意見だけでな
く、スタッフからも考えや価値観
を発表し、全員で共有することで
す。
院長の思い描く、理想とするビ

ジョンにスタッフの考えや価値観
を加えていくことで、スタッフ全
員が診療所の理念をより深く理解
し、かつ、当院に愛着を持っても
らえたのではないかと思っていま
す。実際、お互いの距離が近くな
り、開業後の業務が非常にスムー
ズに進んだと感じました。
また、ワークショップを通して、
スタッフの仕事に対する考えや価
値観を聞くことができたので、今
後、仕事への満足度を高めるため
のサポートにも注力していきたい
と思っています。
開業してまだ半年。事務長とし

ても半人前ですが、院長の思い描
く理想を実現するため、院長の一
番の理解者であり、かつ、院長と
スタッフの潤滑油のような存在に
なれたらと、日々努力しています。

診療所事務長はどんな仕事をしているのか。そんな疑問
に、一般社団法人診療所事務長会のメンバーが答える。
第35回は、おかざき内科クリニックの岡崎裕理子事務
長だ。

一般社団法人診療所事務長会
https://cl-manager.com/
2016年1月発足の診療所事務長の会。
診療所事務長や院長などが集まり月1回の
勉強会を開催しているほか、日々の仕事に
ついても互いに助け合っている

おかざき・ゆりこ●大学院卒業後、大手広
告代理店にて営業職に従事し、クライアント向
け勉強会や社内新人教育研修なども担当。院
長の開業決意を機に現職。物件探しから資金
調達、医療機器選定、内装デザイン、人材採
用など一連の開業業務に携わる

診療所事務長の仕事術第35回


